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　平成 30 年度のまちの取り組みや、お願いする事柄などにつ

いて説明・協議する『自治会長会議』を、４月 26 日、役場で

開きました。

　会議では、共に住みやすいまちづくりをしようと活発な意見

交換が行われました。その主な内容について紹介します。

共に住みよいまちづくりを

平成 30年度  自治会長会議

▼
全
町
一
斉
防
災
訓
練
に
つ
い
て

期
日
＝
10
月
7
日
（
日
）

　
　
　

午
前
9
時
か
ら

内
容
＝
各
自
治
会
で
の
避
難
訓

練
後
、
消
火
栓
・
消
防
ホ
ー
ス

な
ど
の
点
検
、
消
火
訓
練
の
ほ

か
、
救
急
講
習
会
な
ど
各
自
治

会
で
取
り
組
め
る
訓
練
も
併
せ

て
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
消
火
水
利
の
管
理
に
つ
い
て

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
、
消
防

用
道
路
な
ど
の
周
り
の
草
刈
り

や
除
雪
な
ど
の
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
防
火
水
槽
の
設
置
に
つ
い
て

　

設
置
の
た
め
の
用
地
を
町
に

無
償
提
供
い
た
だ
け
れ
ば
、
町

が
実
施
主
体
と
な
り
設
置
工
事

費
を
負
担
し
ま
す
。
設
置
を
希

望
す
る
自
治
会
が
あ
れ
ば
、
随

時
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
用
施
設
等
整
備
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
防
犯
灯
設
置
、
除
雪
機
購
入

の
補
助
制
度
に
つ
い
て

　
「
消
防
ホ
ー
ス
や
ホ
ー
ス
の

格
納
庫
な
ど
消
防
器
具
を
新
し

く
し
た
い
」「
外
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

防
犯
灯
に
し
た
い
」「
自
治
会

で
除
雪
機
を
購
入
し
た
い
」
自

治
会
に
対
し
、
整
備
費
な
ど
を

補
助
し
ま
す
。

▼
行
政
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

町
民
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
要
望
、
提
案
な
ど
を
町
の
行

政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

町
職
員
が
各
自
治
会
に
出
向

き
、
皆
さ
ん
と
直
接
意
見
交
換

す
る
た
め
の
懇
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
希
望
に
合

わ
せ
て
開
催
し
ま
す
の
で
、
各

自
治
会
で
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
「
金
持
テ
ラ
ス
ひ
の
」
の
利

用
に
つ
い
て

　

今
年
2
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
し
た
「
金
持
テ
ラ
ス
ひ
の
」

で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
作
品

展
示
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
活
用

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
企
画
政
策
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
施
設
内
に
提
案
箱
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
同
施
設
を

よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て

　

町
で
は
、「
き
ら
り
日
野
町

創
生
戦
略
」
の
も
と
、
若
者
を

中
心
と
し
た
移
住
・
定
住
を
促

進
す
る
「
ふ
る
さ
と
日
野
あ
ゆ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
集
中
的
か

つ
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

移
住
者
向
け
空
き
家
整
備
費

補
助
金
、
家
財
道
具
処
分
補
助

金
な
ど
の
制
度
を
は
じ
め
と
し

て
、
定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
、

町
内
在
住
の
若
年
世
帯
な
ど
を

対
象
と
し
た
補
助
制
度
も
整
備

し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
、
各
種
の
支
援

制
度
を
町
外
在
住
の
親
族
や
知

人
に
移
住
・
定
住
を
呼
び
か
け

る
な
ど
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
取
り
組
み
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
野
町
地
域
活
動
支
援
交
付

金
の
活
用
に
つ
い
て

　

地
域
資
源
を
生
か
し
た
先
進

的
な
地
域
づ
く
り
活
動
や
地
域

の
生
活
支
援
、
歴
史
文
化
・
伝

統
行
事
の
保
存
、
ほ
か
の
自
治

会
と
の
連
携
や
外
部
と
の
交
流

な
ど
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る

活
動
に
対
し
て
交
付
金
を
交
付

し
ま
す
。

　

事
業
は
単
年
度
で
、
補
助
率

は
事
業
費
の
2
分
の
１
、
補
助

金
額
は
上
限
20
万
円
、
新
規
性
・

先
駆
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
補
助
率
を
3
分
の
２
に
か

さ
上
げ
も
可
能
で
す
。

　

活
用
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

を
企
画
政
策
課
に
設
け
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

総
務
課
か
ら

企
画
政
策
課
か
ら



▼
介
護
保
険
料
額
の
改
定
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
制
度
は
3
年
ご

と
に
保
険
料
を
見
直
す
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
平
成
30
年
度
か

ら
32
年
度
ま
で
の
65
歳
以
上
の

介
護
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

人
が
増
え
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
平
成

30
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
は
、
お
よ
そ

20
億
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
23
％
を
ま
か
な
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
平

成
30
年
か
ら
32
年
度
に
必

要
な
介
護
保
険
料
は
、
平
均

8
万
９
５
０
０
円
（
年
額
）
と

な
り
ま
す
。

▼
介
護
予
防
・
地
域
保
健
活
動

の
開
催
に
つ
い
て

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
せ

ず
、
元
気
に
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
よ
う
、

町
で
は
介
護
予
防
の
効
果
の
高

い
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
の
「
今い

ま日
か
ら
始
め
る
〝
健

康
寿
命
〟
事
業
」
に
も
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。
地
域
の
健

康
課
題
の
解
決
や
生
活
習
慣
の

改
善
に
継
続
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
ぜ
ひ
多
く
の
自
治
会
や
団

体
な
ど
で
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正

に
つ
い
て

　

平
成
30
年
4
月
か
ら
、
都
道

府
県
と
市
町
村
が
共
同
で
国
民

健
康
保
険
制
度
を
運
営
し
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
国
保
の
財
政

運
営
の
責
任
主
体
が
都
道
府
県

に
変
わ
り
、
都
道
府
県
が
各
市

町
村
の
所
得
水
準
や
年
齢
構
成

に
応
じ
た
医
療
水
準
な
ど
を
考

慮
し
て
、
市
町
村
ご
と
の
標
準

保
険
税
（
料
）
率
を
算
定
し
ま

す
。
こ
の
標
準
保
険
税
（
料
）

率
を
も
と
に
町
が
保
険
税
（
料
）

率
を
決
定
し
ま
す
。
な
お
、
届

出
書
・
申
請
書
の
提
出
先
や
保

険
税
の
納
付
先
は
、
今
ま
で
ど

お
り
日
野
町
役
場
で
す
。

▼
町
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

バ
ス
路
線
な
ど
幹
線
道
路
に

つ
い
て
は
、
町
で
除
草
な
ど
の

作
業
を
行
う
こ
と
し
て
い
ま
す
。

　

幹
線
道
路
以
外
の
生
活
道
路

に
つ
い
て
は
、
各
自
治
会
や
地

域
で
の
草
刈
り
な
ど
の
作
業
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

道
路
の
破
損
個
所
を
発
見
し

た
場
合
は
、
建
設
水
道
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
除
雪
作
業
に
つ
い
て

　

各
自
治
会
で
、
除
雪
の
妨
げ

と
な
り
そ
う
な
個
所
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
立
木
な
ど
を
除
去

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

大
雪
が
降
る
と
、
排
雪
す
る
場

所
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
排

雪
場
所
確
保
へ
の
ご
協
力
も
お

願
い
し
ま
す
。

▼
全
町
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
に

つ
い
て

　

9
月
か
ら
11
月
の
間
に
、
各

自
治
会
で
実
施
日
を
決
定
し
て

く
だ
さ
い
。
積
極
的
な
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
生
活
排
水
処
理
に
つ
い
て

　

町
の
生
活
排
水
処
理
は
、
公

共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、

合
併
処
理
浄
化
槽
に
よ
り
処
理

す
る
こ
と
と
し
て
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
。
生
活
環
境
の
改
善

を
図
る
た
め
、
接
続
率
の
向
上

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
は
、
今
年
度
も
引
き
続

き
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
消
費
者
行
政
相
談
に
つ
い
て

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法

被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
住
民

の
被
害
防
止
の
た
め
、
月
2
回

の
相
談
員
に
よ
る
窓
口
相
談
を

行
う
ほ
か
、
自
治
会
の
行
事
に

出
か
け
、
ミ
ニ
出
前
講
座
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

産
業
振
興
課
内
消
費
者
相
談
窓

口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

導
入
に
つ
い
て

　

地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
の
協
力

を
得
て
、
社
会
総
が
か
り
で
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
仕
組

み
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制

度
）
を
、
平
成
31
年
4
月
に
導

入
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
れ
に
向
け
て
、
そ
の
仕
組

み
な
ど
を
理
解
い
た
だ
く
た
め

の
研
修
会
な
ど
を
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
町
民
体
育
祭
の
開
催
に
つ
い
て

　

健
康
づ
く
り
と
親
睦
を
深
め

る
た
め
、
町
民
体
育
祭
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
9
月
30
日
（
日
）

場
所
＝
【
根
雨
地
区
大
会
】
根

雨
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、【
黒

坂
地
区
大
会
】
黒
坂
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
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建
設
水
道
課
か
ら

健
康
福
祉
課
か
ら

「日野町 今年のしごと」を
発行しました。

　
町
で
は
、
ま
ち
の
皆
さ
ん
に
今
年
度
の
町
の
取
り
組
み

な
ど
を
よ
り
詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
平
成

30
年
度
日
野
町 

今
年
の
し
ご
と
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　
冊
子
は
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
一
読
い
た

だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
課
か
ら

教
育
委
員
会
か
ら


